
和
歌
山
県
下
の
「
就
学
前
、
乳
幼

児
医
療
費
の
無
料
」
を
求
め
る
運
動

と
日
本
共
産
党
の
議
会
追
及
な
ど
が

実
を
結
ん
で
、
県
下
で
一
〇
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

和
歌
山
市
は
、
さ
ら
に
独
自
に
一

二
歳
ま
で
の
小
学
生
を
対
象
に
、
入

院
費
の
助
成
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

六
月
定
例
議
会
は
、
六
月
一
三
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の

一
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予

算
二
億
四
千
万
円
余
の
増
額
を
含
む
三
六
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
二
五
議
案
に
賛
成

し
、
国
の
地
方
税
法
改
定
に
も
と
づ
き
六
億
八
千
万
円
も

の
増
税
と
な
る
和
歌
山
市
税
条
例
改
定
な
ど
一
一
議
案
に

反
対
し
ま
し
た
。

就
学
前
、
乳
幼
児
医
療
費

を
全
額
助
成

県
議
補
欠
選
挙
で
は
奥
村
の
り
子
さ
ん
は
二
九
七
六
六

票
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
増
税
や

社
会
保
障
負
担
が
押
し
付
け
ら
れ
る
中
で
、
「
共
産
党
し

か
な
い
」
と
の
声
も
た
く
さ
ん
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
席
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
口
惜
し
さ
を
バ
ネ
に
、

来
春
は
必
ず
当
選
す
べ
く
、
私
も
全
力
で
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日本共産党

南
畑
さ
ち
代
で
す

2006･9･10
連絡先

453-7758
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南畑 さち代

県議補欠選挙

奥村のり子さん残念 来春は必ず！
こ
ん
に
ち
は

「
議
員
定
数
問
題

協
議
会
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

議
会
は
、
議
員
定
数
の
「
削
減
」

を
求
め
る
議
員
の
要
望
な
ど
を
受
け

て
「
議
員
定
数
問
題
協
議
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
議
会
が

行
政
を
市
民
の
立
場
か
ら
チ
ェ
ッ
ク

す
る
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
こ
そ
必

要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
地
方
自
治
法

条
例
に
よ
る
現
在
の
定
数
の
保
障
が

必
要
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
削
減
に

反
対
で
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ

の
情
報
公
開
を
含
め
て
オ
ー
プ
ン
な

議
論
を
求
め
て
ゆ
き
ま
す
。

猛
暑
の
中
、
県
議
補
選
で
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
、
い
た
だ
い
た
た
く
さ

ん
の
激
励
、
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

残
念
な
が
ら
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本
当
に
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

寝
床
か
ら
不
自
由
な
か
ら
だ
を
お

し
て
街
頭
ま
で
出
て
き
て
く
だ
さ
っ

た
方
、
し
っ
か
り
と
手
を
握
り
返
し

て
く
れ
た
多
く
の
方
な
ど
な
ど
胸
が

熱
く
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

国
の
悪
政
の
も
と
で
の
い
の
ち
と

こ
ん
に
ち
は
！

奥
村
の
り
子
で
す

暮
ら
し
を
守
る
県
政
へ
の
願
い
、
私

に
託
し
て
く
だ
さ
っ
た
思
い
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
来
年
の
一
斉
地
方

選
挙
勝
利
に
向
け
て
再
出
発
し
ま
す
。

引
き
続
い
て
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

和
歌
山
市
議
会
で
は
、
国
に
お
い

て
昭
和
六
三
年
三
月
に
策
定
し
た
「

紀
の
川
大
堰
建
設
に
関
す
る
基
本
計

画
」
が
本
年
二
月
の
和
歌
山
県
議
会

に
お
い
て
変
更
議
決
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
当
初
見
込
ま
れ
て
い
た
治
水
効

果
等
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
命
の
源
と
も
い
え
る
利
水
に
つ
い

て
、
平
成
二
一
年
度
の
紀
の
川
大
堰

完
成
時
に
は
、
そ
れ
ら
の
対
策
が
万

全
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
、
関
係

団
体
に
求
め
る
決
議
案
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
六
月
二
一
日
に
「
紀

の
川
大
堰
建
設
に
関
す
る
和
歌
山
市

議
会
議
員
連
盟
」
を
設
立
し
、
今
後
、

国
並
び
に
主
務
官
庁
等
へ
の
陳
情
、

要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
決
議
は
裏
面
）

「
紀
の
川
大
堰
建
設
計
画
に
関
す
る
決
議
」

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
る

六
月
議
会
続
報



本
年
二
月
、
和
歌
山
県
議
会
に

提
出
さ
れ
た
議
案
第
一
〇
二
号

「
紀
の
川
大
堰
建
設
に
関
す
る
基

本
計
画
の
変
更
」
は
、
和
歌
山
市

に
と
っ
て
非
常
に
重
大
な
事
案
で

あ
っ
た
。

本
市
議
会
は
、
事
の
重
大
さ
に

か
ん
が
み
、
平
成
一
八
年
二
月
定

例
会
に
お
い
て
市
長
並
び
に
市
当

局
に
、
国
土
交
通
省
及
び
和
歌
山

県
に
対
し
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
作
業

を
進
め
る
確
約
を
取
り
つ
け
る
よ

う
時
間
の
猶
予
を
与
え
た
結
果
、

平
成
一
八
年
三
月
一
三
日
、
三
通

の
確
認
書
を
締
結
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
確
認
書
と
は
、
国
土
交
通

省
（
近
畿
地
方
整
備
局
河
川
部
）
、

和
歌
山
県
（
企
画
部
、
県
土
整
備

部
）
に
よ
る
「
直
川
地
区
に
か
か

わ
る
確
認
書
」
。
国
土
交
通
省
（

近
畿
地
方
整
備
局
和
歌
山
河
川
国

道
事
務
所
長
）
、
和
歌
山
県
（
県

土
整
備
部
河
川
・
下
水
道
局
長
）
、

和
歌
山
市
（
企
画
部
長
）
に
よ
る

地
域
住
民
と
の
協
議
に
か
か
わ
る

「
確
認
書
」
。
和
歌
山
県
（
県
土

整
備
部
河
川
・
下
水
道
局
長
）
、
和

歌
山
市
（
企
画
部
長
）
に
よ
る
「
新

六
箇
井
堰
の
撤
去
に
つ
い
て
の
確
認

書
」
で
あ
り
、
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
治
水
対
策
」
で
は
、
昭

和
四
九
年
改
定
の
「
紀
の
川
水
系
工

事
実
施
基
本
計
画
」
に
よ
る
治
水
対

策
と
し
て
、
一
五
〇
年
に
一
度
の
洪

水
時
、
船
戸
地
先
で
毎
秒
一
万
二
〇

〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
安
全
に
流
下

さ
せ
る
た
め
、
下
流
の
有
功
地
先
に

可
動
堰
及
び
関
連
工
事
が
現
在
も
進

行
中
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
①
新
六

箇
井
堰
の
撤
去
、
②
河
道
の
掘
削
、

③
阪
和
線
六
十
谷
鉄
橋
の
か
け
か
え

が
条
件
で
あ
る
こ
と
が
再
度
確
認
さ

れ
た
。

次
に
、
「
利
水
対
策
」
で
は
、
大

阪
分
水
の
増
減
が
紀
の
川
大
堰
建
設

基
本
計
画
と
直
接
関
係
す
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
し
て
上
記
①
、
②
を
変

更
す
る
理
由
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。

特
に
紀
の
川
は
干
ば
つ
・
洪
水
の
差

が
激
し
く
、
河
況
係
数
は
突
出
し
て

お
り
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
も
既
に

六
回
も
取
水
制
限
を
行
っ
て
い
る
こ

と
は
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
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る
。ま

た
、
和
歌
山
市
の
使
用
水
量
は

日
量
一
一
七
万
ト
ン
（
現
在
一
〇
三

万
ト
ン
）
で
あ
り
、
渇
水
時
に
お
け

る
上
流
ダ
ム
群
解
放
か
ら
和
歌
山
市

へ
の
水
到
達
時
間
四
八
時
間
を
勘
案

す
れ
ば
、
三
日
分
を
貯
留
す
る
こ
と

が
和
歌
山
市
民
の
生
命
線
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
当
初
計
画
ど
お
り
新
六
箇

井
堰
撤
去
と
河
道
掘
削
に
よ
っ
て
、

紀
の
川
大
堰
の
総
貯
水
量
五
一
〇
万

ト
ン
、
有
効
貯
水
量
三
八
〇
万
ト
ン

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
可
能
と
な
る
。

次
に
、
「
住
民
要
望
」
で
は
、
紀

の
川
大
堰
北
部
に
は
約
四
万
一
〇
〇

〇
名
の
市
民
が
居
住
し
て
お
り
、
当

該
地
域
の
和
歌
山
市
自
治
会
連
絡
協

議
会
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
（
有
功
・
直
川

・
紀
伊
・
川
永
・
山
口
）
五
連
合
自

治
会
長
は
連
名
で
、
直
川
用
地
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
、

保
育
所
等
の
建
設
を
要
望
し
て
お
り
、

和
歌
山
市
と
し
て
も
当
初
の
紀
の
川

大
堰
完
成
を
前
提
に
、
市
有
地
の
具

体
的
活
用
計
画
を
示
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
他
に
も
直
川
用
地
周
辺

に
は
民
間
の
大
型
商
業
施
設
の
進
出

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
市
議
会
は
、

国
、
県
、
市
及
び
関
係
団
体
に
対
し

て
、
紀
の
川
大
堰
早
期
完
成
の
た
め
、

本
年
三
月
一
三
日
付
の
確
認
書
を
遵

守
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
国
土
交
通
省
は
当
初
の
計
画
ど

お
り
新
六
箇
井
堰
の
完
全
撤
去

と
河
道
の
掘
削
を
行
う
こ
と
。

紀
の
川
大
堰
建
設
計
画
に
関
す
る
決
議

二
、
国
土
交
通
省
は
平
成
一
九
年

度
概
算
要
求
に
上
記
計
画
を

盛
り
込
む
こ
と
。

三
、
紀
の
川
大
堰
完
成
時
の
平
成

二
一
年
度
末
を
目
標
に
工
事

を
完
了
さ
せ
る
こ
と
。

以
上
、
決
議
す
る
。

テーマ“介護保険”
日 時：９月１１日（月）

午後1:30～3:30

ところ：生活相談所２階

（楠見・善明寺）

講 師：奥村のり子さん

（日本共産党県医療福祉対策委員長）

日本共産党生活相談所・
南畑さち代市政研究所
電話 ４５３－３４１８

●介護保険制度で、今みんなが
困っていることは・・・？

●地域包括支援センターとは？

●相談にこたえ、制度を活用し、
さらによくしていく方向は？
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